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国連大学、ネット上にオープンコースウェア・ポータルを開設  国連大学、ネット上にオープンコースウェア・ポータルを開設  
研修コースをオンラインで無料閲覧できる新しいイニシアチブ 研修コースをオンラインで無料閲覧できる新しいイニシアチブ 

  
2008 年 2 月 4 日、国連大学はhttp://ocw.unu.edu2008 年 2 月 4 日、国連大学はhttp://ocw.unu.eduに国連大学オープンコースウェア・ポータ

ルを開設。まずは、国連大学の 3 つの研究・研修センター（プログラム）と東京の国連大

学メディアスタジオが開発した 10 余りのコースをネット上で無料公開する。 
 
国連大学オープンコースウェア・ポータルは、国連大学研究・研修センター（プログラ

ム）が使用した教材を無料でネット公開し、世界のどこからでも閲覧できるようにする

ことを目的としている。同イニシアチブは、学位取得のための高等教育や単位認定コー

スに代わるものではなく、教育者がカリキュラム開発に使用したり、学生が現在使って

いる学習資料を増補したり、個人が独学したりするのに利用可能なコンテンツを提供す

るものである。 

 

P
U

B
LIC

 A
N

N
O

U
N

C
E

M
E

N
T

 

 
国連大学オープンコースウェア・ポータルは、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス

のもとで研修資料の開発、使用、配布を促進することを長期的な目標に掲げている。同

イニシアチブは、オープンコースウェアを通じて教育や啓発活動を推進することを共通

の使命とする世界の 100 余りの高等教育機関や関連機関の共同体、グローバル・オープン

コースウェア・コンソーシアム（http://ocwconsortium.org）の一部として行われるもので

ある。 
 
国連大学のコンラッド・オスターヴァルダー学長は、「これは、質の高い教材の利用を

広めることに力を注ぐわれわれの姿勢の表明であり、緊急かつ世界的な問題を解決する

研究機関や人材を育成するため、知識の創出と共有を推進していく、という国連大学の

中心的な使命にも寄与することでしょう」と述べ、同イニシアチブへの支持を表明して

いる。 
 
国連大学オープンコースウェア・ポータルの第一段階で利用できる資料としては、国連

大学国際ソフトウェア技術研究所（UNU-IIST、マカオ）が開発した、電子ガバナンスに

ついての 6 つのコース、技術変化、イノベーションと技術に関する国連大学マーストリヒ

ト技術革新経済研究所（UNU-MERIT、オランダ）が開発した、技術変化、イノベーショ

ン、開発の経済学についての 5 つの博士課程コース、水・環境・保健に関する国際ネット

ワーク（UNU-INWEH、カナダ）が開発した、マングローブの生物多様性と統合的水資源

管理についての 2 つのコースなどがある。国連大学システムの中では、現在さらにいくつ

かの機関がコース資料を準備中で、今年後半にはポータルで利用可能になる予定である。 
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プロジェクト・コーディネーターのブレンダン・バレットによると、国連大学は講座を開設

しようとしている途上国の大学に支援と指導を行い、同イニシアチブで開発された専門知識

を共有するため取り組んでいるという。 
 
UNU-MERIT におけるプロジェクトの責任者で、このたびケープタウン・オープンエデュケ

ーション宣言の草案作りにも参加したフィリップ・シュミットは、次のように述べている。

「オープンコースウェア運動はこれまで、先進国から途上国にコンテンツを分け与えるとい

うことに重点を置いてきました。今では南アフリカのウェスタンケープ大学などの研究機関

との提携によって、この流れを転換し、現地で制作されたコンテンツをもっと幅広く利用で

きるようにしようと努力しています」。 
 
アジア太平洋地域では、国連大学は慶應義塾大学、早稲田大学、琉球大学、東京工業大学な

ど日本のいくつかの大学と協力し、気候変動、持続可能なエネルギー、災害管理といった重

要なテーマについて、公開講座を共同運営している。これらの大学の多くは、日本オープン

コースウェア・コンソーシアム（JOCW、http://www.jocw.jp）に加盟している。国連大学は

2008 年 3 月に、JOCW に正式に加盟する予定である。 
 
詳細は、国連大学オープンコースウェア・ポータル（http://ocw.unu.edu）をご覧ください。 
問い合わせ先は以下のとおり。 
 
ブレンダン・バレット 
国連大学メディア・スタジオ 
〒150-8925 東京渋谷区神宮前 5-53-70 
Tel: +81-3-5647-1318 
E メール: barrett@hq.unu.edu 
ウェブサイト: http://www.unu.edu; http://www.mediastudio.unu.edu
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